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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

    

回次
第７期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第８期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第７期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 9,166,0777,680,58135,468,395

経常利益（千円） 333,2231,283,2301,998,388

四半期（当期）純利益（千円） 311,5621,255,1741,555,800

純資産額（千円） 9,547,90512,012,63410,979,427

総資産額（千円） 39,073,75833,533,85140,101,419

１株当たり純資産額（円） 147.27 176.41 161.23

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 4.81 18.43 23.87

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 24.4 35.8 27.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,524,6707,852,843△1,397,754

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△88,965 69,113△448,471

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△3,476,623△6,722,602913,872

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 3,554,382　 4,638,917　 3,663,480

従業員数（人） 681 593 663

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 593 　

　（注）　従業員数は、就業人員で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 15 　

　（注）１．従業員数は、就業人員で記載しております。

２．従業員は、連結子会社の㈱宮地鐵工所および宮地建設工業㈱からの出向者であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第１四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

宮地鐵工所（千円） 4,812,312 －

宮地建設工業（千円） 2,921,037 －

合計（千円） 7,733,349 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

当第１四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

受注高 受注残高
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期
比（％）

当第１四半期連結会計期
間末
（平成22年６月30日）

前年同四半期
比（％）

宮地鐵工所（千円） 1,700,732 － 14,472,668 －

宮地建設工業（千円） 1,610,400 － 6,777,300 －

合計（千円） 3,311,133 － 21,249,969 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

宮地鐵工所（千円） 5,170,360 －

宮地建設工業（千円） 2,510,221 －

合計（千円） 7,680,581 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２．当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次

のとおりであります。 

相手先

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

国土交通省 2,240,953 29.2

　　　　３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　※　「宮地鐵工所」とは、株式会社宮地鐵工所及び宮地技工株式会社で、新設橋梁の設計・製作・現場施工、既設橋梁の維

持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の設計・製作・現場施工、その他鋼構造物の製作・現場施工、ＦＲＰ

構造物の販売等を行っております。

　　　「宮地建設工業」とは、宮地建設工業株式会社及びエム・ケイ・エンジ株式会社で、新設橋梁の設計・製作・現場施

工、既設橋梁の維持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の現場施工、プレストレストコンクリート橋梁、その

他土木事業、大空間・超高層建築物、鉄塔、煙突、工場建物、既設構造物の耐震・免震工事等を行っております。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

  当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出・生産の増加などによって回復傾向が見られましたが、

公共投資が大幅に減少し、民間建設投資も低水準で推移するなど、全般的には引き続き厳しい情勢が続きました。

当社グループの主力事業である橋梁事業につきましては、公共事業費の大幅な減少を受けて、総発注量は低調に

推移いたしました。

このような環境下、当社グループは、従来にも増して協力関係の一体強化を図り、グループの有する製作・架設力

などの総合エンジニアリング力を最大限活かし、受注、売上、利益の安定確保の施策を推進しているところでありま

す。

当第１四半期連結会計期間の売上高につきましては、一部大型工事の進捗が遅れたことから76億80百万円（前年

同四半期比16.2％減）となりました。

受注高につきましては、総発注量の減少により、受注競争が更に厳しさを増した結果33億11百万円（同23.9％

減）となりました。　

損益につきましては、生産の効率化、全社挙げての経費削減など経営全般にわたるコスト削減の効果、設計変更に

よる契約金額の増額により利益率が改善したことから、営業利益は12億79百万円（同274.2％増）、経常利益は12億

83百万円（同285.1％増）、四半期純利益は12億55百万円（同302.9％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。　

（宮地鐵工所）

受注高につきましては、厳しい受注環境が続いたことから、17億円となりました。

売上高につきましては、一部大型工事の進捗遅れから、51億70百万円となりました。

損益につきましては、コスト削減の効果、設計変更による契約金額の増額などから、営業利益は９億８百万円とな

りました。 

（宮地建設工業）

受注高につきましては、採算性重視の営業活動を展開したことから、16億10百万円となりました。

売上高につきましては、現場工事が引き続き順調であったことから、25億10百万円となりました。

損益につきましては、工事原価の削減などから、営業利益は４億46百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

して９億75百万円増加し、46億38百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、78億52百万円の資金増加（前年同四半期比211.0％増）となりました。主

な要因は、売上債権の減少67億28百万円および税金等調整前四半期純利益12億38百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、69百万円の資金増加（前年同四半期は88百万円の資金減少）となりまし

た。主な要因は、貸付金の回収による収入80百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、67億22百万円の資金減少（前年同四半期比93.4％増）となりました。主

な要因は、長短借入金の減少67億21百万円であります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、８百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 276,778,000

計 276,778,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 69,194,543 69,194,543
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株　

計 69,194,543 69,194,543 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 69,194 － 3,000,000 － 2,597,947

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,097,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 67,769,000 67,769 －

単元未満株式 普通株式 328,543 － －

発行済株式総数 69,194,543－ －

総株主の議決権 － 67,769 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が２個含まれております。　

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

宮地エンジニアリンググ

ループ㈱

東京都中央区日本橋

富沢町９番19号
1,097,000 － 1,097,000 1.59

計 － 1,097,000 － 1,097,000 1.59

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 123 140 98

最低（円） 108 82 78

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人

及び公認会計士大嶽義輝氏による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,690,625 3,712,704

受取手形・完成工事未収入金 9,665,370 16,394,129

未成工事支出金 ※2
 263,765

※2
 802,024

材料貯蔵品 36,647 40,057

その他 601,499 584,321

貸倒引当金 △29,820 △34,834

流動資産合計 15,228,088 21,498,403

固定資産

有形固定資産

土地 11,995,258 11,995,258

その他（純額） ※1
 2,981,333

※1
 3,056,621

有形固定資産計 14,976,592 15,051,880

無形固定資産 167,512 168,499

投資その他の資産

投資有価証券 2,712,825 3,080,541

その他 529,938 398,529

貸倒引当金 △81,105 △96,435

投資その他の資産計 3,161,659 3,382,636

固定資産合計 18,305,763 18,603,016

資産合計 33,533,851 40,101,419

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 6,940,092 7,760,668

短期借入金 5,424,000 12,145,000

未払法人税等 191,510 147,511

未成工事受入金 1,710,530 1,247,169

工事損失引当金 ※2
 99,700

※2
 246,100

その他の引当金 219,593 242,245

その他 853,828 1,097,813

流動負債合計 15,439,254 22,886,508

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 3,970,651 3,970,651

退職給付引当金 1,910,684 1,930,621

その他の引当金 101,541 89,424

その他 99,085 244,785

固定負債合計 6,081,962 6,235,482

負債合計 21,521,216 29,121,991
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 3,746,359 3,746,359

利益剰余金 67,169 △1,184,877

自己株式 △222,737 △222,690

株主資本合計 6,590,791 5,338,790

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 128,033 346,826

土地再評価差額金 5,293,810 5,293,810

評価・換算差額等合計 5,421,843 5,640,637

純資産合計 12,012,634 10,979,427

負債純資産合計 33,533,851 40,101,419
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

完成工事高 9,166,077 7,680,581

完成工事原価 8,339,091 5,954,382

完成工事総利益 826,986 1,726,199

販売費及び一般管理費 ※
 484,957

※
 446,220

営業利益 342,028 1,279,978

営業外収益

受取利息 971 1,061

受取配当金 29,115 28,094

その他 21,612 24,723

営業外収益合計 51,699 53,879

営業外費用

支払利息 53,925 31,690

持分法による投資損失 1,421 972

シンジケートローン手数料 － 13,750

その他 5,158 4,214

営業外費用合計 60,505 50,627

経常利益 333,223 1,283,230

特別利益

貸倒引当金戻入額 788 21,980

完成工事補償引当金戻入額 2,000 2,001

その他 － 1,392

特別利益合計 2,788 25,373

特別損失

違約損失引当金繰入額 11,925 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 57,086

その他 786 13,287

特別損失合計 12,712 70,374

税金等調整前四半期純利益 323,298 1,238,228

法人税、住民税及び事業税 14,216 180,432

法人税等調整額 △2,480 △197,378

法人税等合計 11,735 △16,946

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,255,174

四半期純利益 311,562 1,255,174
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 323,298 1,238,228

減価償却費 93,751 92,253

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,612 △20,344

工事損失引当金の増減額（△は減少） △44,300 △146,400

受取利息及び受取配当金 △30,087 △29,156

支払利息 53,925 31,690

持分法による投資損益（△は益） 1,421 972

売上債権の増減額（△は増加） 1,922,498 6,728,206

未成工事支出金等の増減額（△は増加） 914,050 543,078

仕入債務の増減額（△は減少） △884,865 △887,986

未成工事受入金の増減額（△は減少） 102,438 463,361

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 57,086

その他 127,911 △81,879

小計 2,584,655 7,989,112

利息及び配当金の受取額 30,087 29,156

利息の支払額 △58,662 △32,259

法人税等の支払額 △31,410 △133,165

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,524,670 7,852,843

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △93,187 △20,333

貸付けによる支出 △1,870 △700

貸付金の回収による収入 3,414 80,850

その他 2,677 9,296

投資活動によるキャッシュ・フロー △88,965 69,113

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,350,000 △6,600,000

長期借入金の返済による支出 △125,242 △121,000

配当金の支払額 △54 －

その他 △1,327 △1,602

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,476,623 △6,722,602

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,040,918 1,199,354

現金及び現金同等物の期首残高 4,595,300 3,663,480

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △223,917

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,554,382

※
 4,638,917
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1）連結の範囲の変更

　㈱宮地鐵工所松本事業所及び㈱アルプス技工は当第１四半期連結会計期

間末において清算中であり、連結の範囲から除いても企業集団の財政状態

及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しくなっ

たため連結の範囲から除外しております。

 (2）変更後の連結子会社の数

　　 ４社

２．会計処理基準に関する事項の変更     資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ471千円減少し、税金等調

整前四半期純利益は、57,558千円減少しております。また、当会計基準等の

適用開始による資産除去債務の変動額は26,459千円であります。

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

２．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,046,057千円で

あります。　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、11,967,616千円で

あります。

※２　損失が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と

工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しており

ます。

　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出

金のうち、工事損失引当金に対応する額は11,942千円

であります。

※２　損失が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と

工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しており

ます。

　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出

金のうち、工事損失引当金に対応する額は17,101千円

であります。　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料諸手当及び賞与 198,374千円

旅費交通費 25,378千円

退職給付費用 16,677千円

給料諸手当及び賞与 166,577千円

旅費交通費 30,807千円

退職給付費用 15,090千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 3,597,993千円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△43,611千円

現金及び現金同等物 3,554,382千円

 

現金及び預金勘定 4,690,625千円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△51,707千円

現金及び現金同等物 4,638,917千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 69,194千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,097千株
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　鋼構造物事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

　当社グループは、橋梁、鉄骨等の鋼構造物の調査診断・点検、設計、製作、架設、補修・補強の請負ならびに土

木工事、プレストレストコンクリート工事の設計、施工・工事管理の請負を主として行っております。当社は

株式会社宮地鐵工所、宮地建設工業株式会社の事業会社の支配、管理を目的とする持株会社であります。

　したがって、当社グループは、事業会社を基礎としたセグメントから構成されており、「宮地鐵工所」、「宮

地建設工業」の２つを報告セグメントとしております。

　「宮地鐵工所」とは、株式会社宮地鐵工所及び宮地技工株式会社で、新設橋梁の設計・製作・現場施工、既

設橋梁の維持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の設計・製作・現場施工、その他鋼構造物の製作

・現場施工、ＦＲＰ構造物の販売等を行っております。

　「宮地建設工業」とは、宮地建設工業株式会社及びエム・ケイ・エンジ株式会社で、新設橋梁の設計・製作

・現場施工、既設橋梁の維持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の現場施工、プレストレストコン

クリート橋梁、その他土木事業、大空間・超高層建築物、鉄塔、煙突、工場建物、既設構造物の耐震・免震工事

等を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
宮地鐵工所 宮地建設工業

売上高    

外部顧客への売上高 5,170,360 2,510,221 7,680,581

セグメント間の内部売上高又は振替高 175,088 472,066 647,154

計 5,345,449 2,982,287 8,327,736

セグメント利益 908,921 446,018 1,354,940
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 1,354,940 　

セグメント間取引消去 △36,440 　

全社費用（注） △38,521 　

四半期連結損益計算書の営業利益 1,279,978 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

（金融商品関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　受取手形・完成工事未収入金及び短期借入金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

科目
四半期連結貸借対照
表計上額（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）受取手形・完成工事未収入金 9,665,370 9,656,573 △8,796

(2）短期借入金 5,424,000 5,424,000 －

（注） 金融商品の時価の算定方法

(1）受取手形・完成工事未収入金

　受取手形・完成工事未収入金の時価は、回収期間が１年を超える債権について、回収期間に応じた信用リスク

を加味した利率により割り引いた現在価値によっております。

(2）短期借入金

　短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 176.41円 １株当たり純資産額 161.23円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4.81円 １株当たり四半期純利益金額 18.43円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 311,562 1,255,174

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 311,562 1,255,174

期中平均株式数（千株） 64,832 68,097

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

宮地エンジニアリンググループ株式会社(E01461)

四半期報告書

20/22



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

宮地エンジニアリンググループ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 前原　一彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 奥田　基樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澁江　英樹　　印

大嶽公認会計士事務所
   公認会計士 大嶽　義輝　　印

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宮地エンジニアリンググ

ループ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宮地エンジニアリンググループ株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員及び大嶽義輝との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月４日

宮地エンジニアリンググループ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 前原　一彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森口　博敏　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澁江　英樹　　印

大嶽公認会計士事務所
   公認会計士 大嶽　義輝　　印

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宮地エンジニアリンググ

ループ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月

１日から平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宮地エンジニアリンググループ株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員及び大嶽義輝との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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